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「2030デジタル・ライブラリー」推進に関する検討会
令和８年３月１８日 

令和６年度調査・検討の総括
我々は何を検討し、何が未解決で
そして、どこに向かうべきなのか

資料５
「2030デジタル・ライブラリー」推進に関する検討会

（第14回）R8.3.18



総括の考え方

1. 「新しい『デジタル・ライブラリー』の実現に向けて検討す
べき課題」（令和6年7月1日）に対して、課題の検討がどこま
でできたか

2. １を踏まえて現時点で「『2030デジタル・ライブラリー』推
進に向けたロードマップ」をどのように改訂するか
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課題の検討がどこまでできたか（教育・研究支援機能、新たなサービス）

課題領域 検討状況 何が明らかになったか 未検討・今後の課題

1-1 全国的なデジタル・コ
ンテンツ基盤の構築、国立
国会図書館(NDL)等との連携

◯

（海外）蔵書デジタル化：著作権とリソース制約のため多くの
国で貴重資料・パブリックドメイン中心。一部では戦略の下で
大規模・計画的なデジタル化が進捗（日本のある面での優位
性）

・NDLとの具体的な役割分担
・全国規模でのプラットフォーム
のあり方

1-2 OA推進、永続的アクセ
スの確保、機関リポジトリ
活用、学術書のデジタル
化・オープン化

◯

（海外）即時OA、Read and Publish契約、リポジトリ、ダイヤ
モンドOAなどについて状況が整理された
（国内）リポジトリの整備状況は高いが運用上の課題が大きい
（担当者の負担、研究者の負担）

・リポジトリ運用体制の確立（図
書館ではなく研究推進の課題とし
ての全学的取り組みの必要性）
・学術書のOA出版

1-3 研究者の視点に立った
研究データ管理・支援環境
の構築

◯

（海外）研究データ管理・支援が図書館の課題ではなく、大学
全体としての取り組みとなっていること
（国内）研究データポリシー策定状況、研究データのリポジト
リ収録機関数などから、支援体制の不十分さが明確

・検討は進んだが、実施に向けて
課題が多い
・データの10年保存などとも関
連付けた持続可能モデル

1-4 研究データ管理にかか
る学内他部署との役割分
担・連携

◯

（海外）図書館とリサーチオフィス等との連携が前提
（国内）連携と役割分担の必要性について現場からも指摘。主
担当部署の不在、役割分担の曖昧さ、執行部の無理解といった
課題が改めて浮き彫り

・図書館単独対応ではなく、大学
全体の研究支援体制への転換
・具体的な分担モデルの構築

1-5 研究データのメタデー
タ・識別子・全国検索シス
テムの構築

△

（海外）識別子とメタデータについての方向性は明確になって
おり、国内外で大きな差はない。
（国内）コンテンツへのDOIの付与は一定程度進んでいるが
データへの付与はまだ一部にとどまる

・全国レベルでのシステムについ
て具体的な検討はなされていない。

1-6 著作権教育、ライセン
シング、デジタル資料の長
期保存

△
（国内）著作権、ライセンス問題は大きな課題という認識 ・専門人材の具体的な育成

・各大学での取り組みを支援する
国レベルの体制構築 3



課題の検討がどこまでできたか（情報科学技術及び「場」としての大学図書館）

課題領域 検討状況 何が明らかになったか 未検討・今後の課題

2-1 利用者の所在に関わら
ず情報アクセスを可能とし、
格差の解消（デジタル化、
認証）

△

（海外）蔵書デジタル化：著作権とリソース制約のため多くの
国で貴重資料・パブリックドメイン中心。一部では戦略の下で
大規模・計画的なデジタル化が進捗（日本のある面での優位
性）（再掲）

・NDLとの具体的な役割分担
・全国規模でのプラットフォーム
のあり方（再掲）
・シングルサインオンなどの技術
面での可能性

2-2 ライブラリースキーマ
に基づく大学図書館機能の
再定義

◯

（国内）利用者はAI検索、即時アクセス、個別最適化、リアル
とバーチャルの融合を求めている。図書館は「検索」そのもの
より「統合インターフェース」「遠隔支援」「AI支援」に再編
されるべき

・実装のための道筋。コスト。

2-3 ラーニングコモンズ等
の学習環境再構築

◯

（海外）グループ学習、メイカースペース、コンテンツ配信・
制作、AI利用支援などを実装
（国内）学習空間、多様な席種、プレゼン練習、オンライン会
議、機材利用などを求めている

・実装に向けての具体的方策

2-4 付加価値を持つ場とし
ての大学図書館

△

（海外）多様なデジタル機器を用いたコンテンツ制作支援への
シフト

・実装に向けての具体的方策
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課題の検討がどこまでできたか（今後の機能・サービスの実現に求められる人材）

課題領域 検討状況 何が明らかになったか 未検討・今後の課題

3-1 デジタル化、情報資源
の高度化に対応可能な高
度・広範な知識・スキルを
持つ人材

△

（海外）リエゾン、データ、デジタルスカラシップ、IT、機能
別専門職などの方向が示されている。

・スキル標準の必要性
・人材育成の目標設定

3-2 研究のライフサイクル
を理解した上で研究データ
管理支援のための知識・ス
キルを持つ人材

◯

（海外）RDM人材、リエゾン型人材、部門横断型の支援体制が
成立
（国内）研究データ管理のノウハウ不足、支援人材不足、担当
部署不在が繰り返し指摘されいる。

・問題解消に向けた具体的方策

3-3 専門人材のキャリアパ
ス、複数の大学が協力した
人材の確保

△
（海外）機能別専門職、戦略的採用、マトリックス型組織、テ
ニュアトラック、リエゾン職など多様な仕組みがある
（国内）必要性は認められているが実現に至っていない

・日本の大学制度で可能な職制モ
デル

3-4 図書館、情報系、研究
支援系との強固な連携の構
築

△

（海外）図書館とリサーチオフィス等との連携が前提
（国内）連携と役割分担の必要性について現場からも指摘。主
担当部署の不在、役割分担の曖昧さ、執行部の無理解といった
課題が改めて浮き彫り

・図書館単独対応ではなく、大学
全体の研究支援体制への転換
・具体的な分担モデルの構築

3-5 全学的な視点での大学
図書館の組織体制と人的資
源配分の見直し

△

（海外）機能別専門職、戦略的採用、マトリックス型組織、テ
ニュアトラック、リエゾン職など多様な仕組みがある
（国内）図書館の位置づけが弱く、大学全体の研究戦略の一部
として扱われていない

・国内における図書館組織の現状

3-6 職員のスキルアップ意
欲の向上、リカレント教育
の実現

◯
（海外）専門職制度の下に能力開発などが適切に行われている
（国内）研究データ管理に関してはニーズもあり、先駆的な育
成が行われ、その成果も検証された

・専門人材の具体的な育成
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課題の検討がどこまでできたか（大学図書館間の効果的連携）

課題領域 検討状況 何が明らかになったか 未検討・今後の課題

4-1 「一大学一図書館」に
こだわらずデータセント
リックな考え方に立ち大学
間連携を構想

△

（海外）多様なコンソーシアムが出版社交渉やOA推進の担い
手となっている
（国内）個別対応の限界が明らか

・具体的な分担のあり方（何を共
同化するか）
・システム共同運用のためのコス
ト分担のあり方

4-2 専門人材の配置につい
ては複数の大学で「コン
ソーシアム」を形成

×
（具体的にどのような形態が可能か未整理） ・実現する場合の具体的な課題の

明確化とその対応策

4-3 連携・協力／各館独自
の取組のメリットを活かし
た人材育成

△
（国内）リトリートは実務者ネットワーク形成、人脈、情報交
換、今後の相談・共同実践の基盤形成に有効

・リトリートのような対話型の事
業の継続実施

課題領域 検討状況 何が明らかになったか 未検討・今後の課題

5-1大学の社会貢献として、
社会課題解決に向けた対応

×
（研究成果のオープン化が社会課題の解決に貢献することは間
違いないが、その上でどのように対応するかは未整理）

・大学図書館機能のシチズンサイ
エンス実現への貢献

5-2 情報科学技術の発展に
伴って生まれてくる様々な
新しいツールへの対応 △

図書館機能の実現におけるAIの可能性、AIによる利用者行動変
容の可能性

・図書館機能の実現においてAIが
どのように利用可能かということ
ではなく、AIの発展によって図書
館機能がどう変わるかという方向
性

（新しい課題）
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ロードマップ改訂に向けて
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優先領域の明確化

AI時代の情報利用者（生産
者）像の理解

AI時代の専門人材のスキル・
育成と制度
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AIの急速な発展への対応

• AIについては、大学図書館が果たすべき個々の機能（例えばメ
タデータの作成やOPAC検索）においてどのように利用されるか
というのではなく、大学図書館のあり方全体に対してAIがどの
ように影響するかという方向性で整理
• AIは大学図書館のあらゆる機能に影響を与える可能性が高く、個別に
は書き出しきれない

• AIの発展のスピードが早く、近い将来であっても見越せない
• 大学図書館の本質的な役割に立ち返った時に、我々はAIにどのように
向き合うべきか

ロードマップに示される「2030年の望ましい大学図書館」を書き換える
必要性はあるか？
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